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01 事業内容
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会社名 株式会社フューチャーリンクネットワーク

設立 2000年3月（決算期：8月）

本社所在地 千葉県船橋市

従業員数 102名（2022年8月末現在）

資本金 267,355,060円（2022年8月末現在）

事業内容

地域情報流通事業

公共ソリューション事業

マーケティング支援事業

経営陣

石井 丈晴 代表取締役

岡田 亮介 取締役

中川 拓哉 取締役

板倉 正弘 社外取締役

片町 吉男 社外取締役

神﨑 進 監査役

清水 行雄 社外監査役

松本 高一 社外監査役

1973年12月23日生まれ、千葉県出身。

慶應義塾大学 商学部 卒業。新卒で株式

会社リクルートに入社し、人事部で活躍。

社会の役に立つ事業がしたいと考え、

2000年3月に「地域活性」をキーワード

に当社を設立し、独立。地域の付加価値

増大を目的に、地方企業と協業しながら

全国で地域情報流通事業を展開する。

代表取締役 石井丈晴
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会社概要

Takeharu ISHII

01 事業概要

会社概要



地域活性化を

継続的かつ発展的事業の形で

実現することで、

社会に貢献する。
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企業理念

01 事業概要

企業理念
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社会背景

インターネットの利用拡大に伴い、割

引情報や価格比較による行動選択が容

易になりました。人口減少が進む日本

においては、地域の「付加価値」を高

め、ビジネスとして地域課題解決に取

り組む存在こそが必要です。

地域活性化を継続的かつ発展的事業の形で

実現することで、社会に貢献する

Our VISION

社会課題

少子高齢化・人口減少

地域課題の増加・複雑化による
自治体のマンパワー不足

都市圏への過度な一極集中

市場環境

消費者ニーズの多様化

インターネットの利用拡大に伴う
画一的サービスの普及

価格競争の激化

付加価値情報の流通による地域の多様性創出

×

官民協働の地域課題解決

01 事業概要

社会背景
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事業内容のサマリー

① 地域情報サイト「まいぷれ」とは

② 地域情報プラットフォームとしての価値

③ 運営パートナーとの協業モデルによる

全国への展開

④ 地域情報プラットフォームを活用した

公共ソリューション事業

⑤ 地域情報プラットフォームを活用した

マーケティング支援事業

01 事業概要

事業内容のサマリー
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2000年より、地域の『付加価値情報』

を発信する自社運営メディア「地域情

報サイトまいぷれ」を全国で展開して

います。「地域情報サイトまいぷれ」

では、市区町村単位で地域を区切り、

地域のお店・イベント・コミュニ

ティ・行政情報など、地元暮らしを

ちょっぴり楽しくするようなオリジナ

ル情報を発信しています。

「まいぷれ」が提供する『付加価値情報』

安さ・値段

クーポン割引

評価点数

ここだけの風景

その店ならではのこだわり

そこにしかない出会い

※2022年9月1日時点

314 サイト

地域情報サイト「まいぷれ」サイト数

地域情報サイト「まいぷれ」とは

01 事業概要

地域情報サイト「まいぷれ」とは
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単なるメディアにとどまらず、地域の

専属スタッフが自ら足で集めた地域情

報を発掘する体制をもち、多様な情報

の出口を備えたプラットフォームとし

て進化しています。地域事業者から毎

月定額のプラットフォーム利用料をも

らうことでマネタイズする、サブスク

リプション型のビジネスモデルにより

成り立っています。

プラットフォーム

利用料 (月額)

情報発信

ノウハウ提供

マーケティング

地域事業者

地

域

の

付

加

価

値

情

報

多

様

な

情

報

の

出

口

地域情報プラットフォーム「まいぷれ」

イベント・コミュニティ情報
行政情報などあらゆる地域情報

地域のお店・施設の情報

地域情報サイトまいぷれ

Googleビジネスプロフィール・SNS
紙・デジタルサイネージ・イベント等

あらゆる媒体、手段

地域の専属スタッフが
自ら足で集めた地域情報を
収集・編集・発信するしくみ

地域情報プラットフォームとしての価値

01 事業概要

地域情報プラットフォームとしての
価値
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当社が直営地域として運営するだけで

はなく、地域に根ざした全国の運営

パートナーと協業することで、地域密

着体制の構築を実現しています。技術

や運営ノウハウを共有しながら、プ

ラットフォーム全体を進化させていま

す。フランチャイズに準じたビジネス

モデルにより、パートナー数・契約地

域数の拡大が、収益拡大に直結します。

※2022年9月1日時点
※契約済の社数・地域数を記載

地域
事業者地

域

の

付

加

価

値

情

報

全国の運営パートナー

地域の専属スタッフが
自ら足で集めた地域情報を
収集・編集・発信するしくみ

事業運営
サポート

パートナー
加盟料

ロイヤルティ

・体制構築
サポート

・ノウハウ共有
・システム開発

153 社 802 市区町村

運営パートナーとの協業モデルによる全国への展開

01 事業概要

運営パートナーとの協業モデルによる
全国への展開
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公共（Public）が抱える課題に対して、

地域に根付いた足回りを活かしたさま

ざまなソリューションを「官民協働事

業」として提案します。地域情報プ

ラットフォーム「まいぷれ」の運営体

制があるからこそできる、実行力のあ

る課題解決型事業です。

地方自治体
中央省庁

地

域

の

付

加

価

値

情

報

全国の運営パートナー

地域の専属スタッフが
自ら足で集めた地域情報を
収集・編集・発信するしくみ

運営費用
手数料シェア

現地対応
業務

・コンサルティング費用
・システム利用料
・サービス提供委託料
・運営委託料
・事務手数料

・ふるさと納税業務支援
・地域共通ポイント
・官民協働情報配信
・インフォメーションセンター
・システム受託開発

153 社 802 市区町村
※2022年9月1日時点※契約済
の社数・地域数を記載

官民協働事業
協定締結

地域情報プラットフォームを活かした公共ソリューション事業

01 事業概要

地域情報プラットフォームを活かした
公共ソリューション事業
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特定の商圏や地域に直接情報を発信し

たい企業に地域情報プラットフォーム

「まいぷれ」を活用して、マーケティ

ングソリューションを提供します。地

域との接点を活かし、店舗や企業の販

促支援・Webマーケティング支援を担

います。

販促物制作

Webマーケ
ティング支援

イベント企画
・運営

BPO業務

地

域

の

付

加

価

値

情

報

全国の運営パートナー

地域の専属スタッフが
自ら足で集めた地域情報を
収集・編集・発信するしくみ

自治体

企業
（小売チェーン）

地域中小事業者
店舗

広告・販促費

153 社 802 市区町村
※2022年9月1日時点
※契約済の社数・地域数を記載

広告・販促

Webマーケティング支援

エリアマーケティング支援

地域情報プラットフォームを活かしたマーケティング支援事業

01 事業概要

地域情報プラットフォームを活かした
マーケティング支援事業
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3つの事業セグメント

当社の事業は地域情報プラットフォー

ム「まいぷれ」を基盤に、3事業が重

なりながら、独自性の高い事業構造で

展開しています。地域情報流通事業

公共ソリューション
事業

マーケティング支援
事業

地域情報流通事業

公共ソリューション事業

マーケティング支援事業

地域の「付加価値」を発掘し、地域情報として流通させることで、地域活

性化を行う事業。各地域のスタッフが、直接付加価値を発掘し、地域情報

サイトだけでなく、あらゆるデバイス、あらゆる場所を使って情報を発信。

当社が直営地域として運営するだけではなく、全国各地域に根ざした運営

パートナー各社と、技術や運営ノウハウを共有しながら、地域情報プラッ

トフォーム「まいぷれ」を構築・運用。

地方自治体や国を対象に、公共（Public）が抱える課題に対して、地域情

報プラットフォーム「まいぷれ」を活用した官民協業モデルの課題解決を

実施する事業。

地域に根ざした運営体制と情報流通技術やノウハウ、自社の開発・制作体

制を活用した、独自の官民協働事業を多数展開。

特定の商圏や地域に直接情報を発信したい企業や地域事業者に対し、地域

情報流通プラットフォーム「まいぷれ」を活用して、マーケティングを支

援する事業。ウェブマーケティング施策を含めた情報発信支援だけでなく、

販促物制作から、地域のコミュニティと連動したイベント等の企画・運営、

バックオフィス業務のBPOまでを複層的に絡め、サービスやブランドの認

知度向上に寄与。

01 事業概要

3つの事業セグメント
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当社の強み

３つの事業セグメントは、特に左記の

特徴を強みとしています。この強みを

さらに洗練させていくことで事業成長

を確固たるものにします。

⚫全国の中小事業者にリアルな接点を持ち、
DXを促進できる体制
直営のみならず、全国153社のパートナーがいることで、地域とオフラ
インの接点を持つことができる。またITリテラシーの高くない事業者に
も寄り添い、経営やマーケティングを直接サポートできる、ラストワン
マイルの強みがある。

⚫顧客との継続的関係性
持続的に効果を発揮する地域情報プラットフォーム「まいぷれ」のサー
ビス価値と、直接オフラインでサポートできる体制による安心・信頼感
を提供できるため、解約率が低く、顧客生涯価値（LTV）が高い。

⚫官民協業事業の実績とノウハウ
創業以来、蓄積してきた官民協業事業の実績とノウハウで、持続的に
ニーズを掴み、新たなサービスを展開することができる。

01 事業概要

当社の強み
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事業の収益構造

当社の事業の収益構造は、地域情報プ

ラットフォーム「まいぷれ」を基盤に

した3事業により、多種多様な顧客に

対して価値提供を行うことで、多方面

にわたる独自の収益構造で成り立って

います。

■公共ソリューション事業

■マーケティング支援事業

■地域情報流通事業
地域情報プラットフォーム「まいぷれ」

地方自治体・国

自治体 企業 地域事業者
地域事業者

運営パートナー

地域住民

当社への収益の流れ

ソリューション提供
（ふるさと納税BPOなど）

委託費・手数料

加盟料
ロイヤルティ

運営サポート

利用料情報発信 利用料情報発信

マーケティング支援 販促費

地域情報

利用・閲覧

01 事業概要

事業の収益構造
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「まいぷれ」のサブスクリプション型

サービスとしての価値を高め、単価を

向上させると共に、展開地域（運営

パートナー数）を広げることにより、

公共ソリューションの提供地域・課題

解決手段の拡充も行い、成長の好循環

を作ります。

展開地域数
（パートナー数）

プラットフォームの価値
（店舗数×単価）

公共ソリューション
課題解決手段の拡充

＝
収益力
地域への
提供価値

地域情報プラット
フォームの価値向
上によるMRR増加

運営パートナーの
増加

リーチ可能な
地域の拡大

公共ソリューション
課題解決手段の拡充

成長の好循環

事業成長モデルの基本方針

01 事業概要

事業成長モデルの基本方針
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02 2022年8月期 業績ハイライト
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2022年8月期トピックス

1. プラットフォーム利用店舗数・平均単価は順調に推移
新サービスの展開により、利用店舗は前期比1,560店舗増、平均単価は同385円増と、
それぞれ順調に推移している。

2. 業務提携等により、成長戦略通りの新サービス展開が進む
新サービスである「まいぷれアナライザー」のリリースや、地域事業者の経営支援サー
ビスとして、株式会社ライトアップとの提携による「補助金・助成金サービス」、ジャ
パンM＆Aソリューション株式会社との提携による「まいぷれ事業承継」、株式会社エ
フェクチュアルとの提携によるローカルウェブマーケティング技術の強化など、順調に
プラットフォームの価値向上に向けた展開を進めている。

3. 新規パートナーの契約獲得が低調
第1四半期の広告からのリード獲得不足の影響に加え、第2四半期以降の新型コロナウイ
ルス感染症が急拡大する中で、新規運営パートナーの獲得が計画通りに進まず、新規事
業参入に躊躇されるケースもあった。そのためパートナーの初期加盟金が得られず、地
域情報流通事業の売上・営業利益に影響が出た。

4. まいぷれアナライザーの追加開発が予定より若干の遅れ
まいぷれアナライザーの追加開発に想定以上の時間がかかったため、販売計画に影響が
出ている。それにより、プラットフォーム利用店舗の平均単価が当初計画を下回った。

02 2022年8月期 業績ハイライト

2022年8月期トピックス

業績に関するトピックスとして好調

だった点として、プラットフォーム利

用店舗数や平均単価が順調に推移して

いること、また業務提携により新サー

ビスの展開が進んでいることを挙げて

います。

また、マイナス要因となった点として

新規パートナー契約獲得が低調となり

売上・営業利益に影響が出てしまった

こと、またプラットフォームの価値向

上施策の一つであるまいぷれアナライ

ザーの開発に若干の遅延が発生してし

まったことを挙げています。
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売上高は前年同期比 7.0%減。

地域情報流通事業は、新型コロナウイ

ルス感染症拡大の影響を受け、新規事

業参入に躊躇されるケースもあり、運

営パートナーの獲得が計画通りに進ま

なかったため、同9.9%減。

公共ソリューション事業は、ふるさと

納税受託自治体数の目標未達や、公共

案件売上の計上時期の期ズレなどの影

響で、同3.0％減で着地。

マーケティング支援事業は、広告キャ

ンペーン等の需要が伸びず、同11.8％

減。

最終的に、営業利益はマイナス54百万

円での着地となっています。

売上高

1,254 百万円

前年同期比

93.0 %
地域情報流通事業

427百万円
前年同期比

90.1%
公共ソリューション事業

610百万円
前年同期比

97.0%
マーケティング支援事業

216百万円
前年同期比

88.2%

営業利益

-54 百万円

前年同期比

-

決算サマリー

02 2022年8月期 業績ハイライト

決算サマリー
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P/L

前年同期比に対してはいずれも昨年か

ら落ち込みが見られるものの、通期計

画に対しては売上高101.7％の着地、営

業利益は126.4％の着地となり、修正計

画通りの推移となりました。

また、まいぷれプラットフォームの価

値向上に向けて新サービスの提携や積

極的投資を行っているため、販管費は

前年同期比9.7％増と計画通り進捗して

います。

2021年8月期通期 2022年8月期通期 2022年8月期
通期計画

（単位：百万円） 実績 売上高比率 実績 売上高比率 前期比

売上高 1,349 100.0% 1,254 100.0% 93.0% 1,233
地域情報流通事業 474 35.1% 427 34.1% 90.1% 424

公共ソリューション事業 629 46.7% 610 48.6% 97.0% 594

マーケティング支援事業 245 18.2% 216 17.3% 88.2% 214

売上原価 498 37.0% 487 38.8% 97.6% 482

売上総利益 850 63.0% 767 61.2% 90.2% 750

売上総利益率 63.0% 61.2% 60.8%

販管費 749 55.6% 822 65.5% 109.7% 825

営業利益 100 7.5% -54 -4.4% -54.4% -74

営業利益率 7.5% -4.4% -6.0%

経常利益 94 7.0% -56 -4.5% -59.8% -75

当期純利益 79 5.9% -71 -5.7% -89.9% -86

02 2022年8月期 業績ハイライト

P/L
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売上高推移

地域情報流通事業は、パートナー初期

加盟金の獲得遅延により前年同期比を

下回っています。

公共ソリューション事業は、ふるさと

納税に起因する売上高は季節要因も含

め順調に推移し、受託自治体数も増加

しましたが、その他公共ソリューショ

ン事業の期ズレもあり事業全体として

は前年同期比を下回る結果となりまし

た。

マーケティング支援事業は、広告キャ

ンペーン等の需要が伸びず前年よりも

減収となっています。

118 110 121 123
98 109 105 113
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地域情報流通事業 公共ソリューション事業 マーケティング支援事業
（単位：百万円）

02 2022年8月期 業績ハイライト

売上高推移
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営業利益推移

41

71

1
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39

-39 -52

-50
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通期の営業利益は、積極的な投資を進

めたことによる費用の増加、および売

上の減収により2022年8月期は赤字で

の着地となりました。

（単位：百万円）

02 2022年8月期 業績ハイライト

営業利益推移
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主な費用の推移

販管費及び一般管理費については、事

業の成長に向けて地域情報プラット

フォームの拡大・開発のための積極的

な投資を行っていくべき段階と判断し、

前期比9.7％増。人件費11.3％増、業務

委託費34.9％増、広告宣伝費15.2％増

と当初計画通りの着地となりました。
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（単位：百万円） ■人件費 ■業務委託費 ■広告宣伝費 ■他（地代家賃、IT・サーバー費用など）

02 2022年8月期 業績ハイライト

主な費用の推移
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B/S

投資による固定資産の増加と流動資産

の減少に加え、固定負債の減少により、

自己資本比率39.6％と安定に推移して

います。

2021年8月 2022年8月期

（単位：百万円） 実績 構成比 実績 構成比 前期比

流動資産 754 89.3% 579 81.1% ▲23.2%

現金及び預金 569 67.5% 408 57.2% ▲28.4%

固定資産 90 10.7% 134 18.9% 48.5%

資産合計 844 713 ▲15.5%

流動負債 375 44.4% 346 48.6% ▲7.6%

負債合計 491 58.2% 430 60.4% ▲12.4%

純資産合計 353 41.8% 282 39.6% ▲19.9%

負債純資産合計 844 713 ▲15.5%

自己資本比率 41.8% 39.6%

02 2022年8月期 業績ハイライト

B/S
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各指標の進捗状況

収益力および地域への提供価値増加に

必要なプラットフォームの価値・展開

地域数・公共ソリューションおよび課

題解決手段の拡充について、それぞれ

の指標の進捗状況を共有します。

展開地域数
（パートナー数）

プラットフォームの価値
（店舗数×単価）

公共ソリューション
課題解決手段の拡充

＝
収益力
地域への
提供価値

地域情報プラット
フォームの価値向
上によるMRR増加

運営パートナーの
増加

リーチ可能な
地域の拡大

公共ソリューション
課題解決手段の拡充

成長の好循環

02 2022年8月期 業績ハイライト

各指標の進捗状況
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各指標の進捗状況（サマリー）

まいぷれプラットフォーム
利用店舗数 *注1

18,127店舗

運営パートナー数

153社

ふるさと納税寄附金額*注3

51.3億

平均単価 *注2

5,300円

契約エリア数

802
ふるさと納税自治体数

37市区
町村

市区
町村

プラットフォームの価値
（店舗数×単価）

展開地域数
（パートナー数）

公共ソリューション
課題解決手段の拡充

収益力および地域への提供価値増加に

必要なプラットフォームの価値・展開

地域数・公共ソリューションおよび課

題解決手段の拡充について、それぞれ

の指標の進捗状況を共有します。

＊注1）「まいぷれプラットフォーム利用店舗数」は、
まいぷれプラットフォーム全体で登録されている店
舗の数を集計したもの。
＊注2）当社直営エリアの2022年8月末時点の有料利
用店舗の平均。新商品「まいぷれアナライザー」の
利用料含む。

*注3) 通期累計期間

02 2022年8月期 業績ハイライト

各指標の進捗状況（サマリー）
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プラットフォーム利用店舗は着実に増

加傾向にあり、平均単価についても

「まいぷれアナライザー」などの追加

サービスの展開などにより増加してお

ります。

また、地域事業者の経営支援サービス

として株式会社ライトアップとの提携

による「補助金・助成金サービス」、

ジャパンM＆Aソリューション株式会

社との提携による「まいぷれ事業承

継」、株式会社エフェクチュアルとの

提携によるローカルウェブマーケティ

ング技術の強化など、中長期でのプ

ラットフォームの価値向上に向けた取

り組みを進めた1年でもありました。

■プラットフォーム利用店舗数

18,127店舗

■平均単価

5,300円

前年同期比

+1,560 店舗

前年同期比

+385円

プラットフォームの価値
（店舗数×単価）

各指標の進捗状況 プラットフォームの価値向上

02 2022年8月期 業績ハイライト

各指標の進捗状況
プラットフォームの価値向上
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まいぷれ運営パートナーの新規契約が

想定ほど伸びず、計画では33社増の

187社予定でしたが、最終的には1社減

の153社での着地となりました。

一方で、既存パートナーのスーパーバ

イジングが予定通り進捗しエリア追加

が発生したことによって、契約エリア

数は38市区町村の増加となっています。

展開地域数
（パートナー数）

■運営パートナー数

153社

■契約エリア数

802市区町村

前年同期比

-1 社

前年同期比

+38市区町村

各指標の進捗状況 展開地域数

02 2022年8月期 業績ハイライト

各指標の進捗状況
展開地域数
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各指標の進捗状況 公共ソリューション

■ふるさと納税寄付額

51.3億円

■ふるさと納税自治体数

37市区町村

前年同期比

+1.8 億円

前年同期比

+3

公共ソリューション
課題解決手段の拡充

市区町村

ふるさと納税売上は、累計期間で新規

7自治体の受託、4自治体が契約終了と

なり、サービス提供自治体数は37と

なっています。寄付額については、1.8

億円の増加と順調に推移しております。

また、公共案件売上については、千葉

県白井市からの案件受託や、消防庁の

実証実験による防災情報配信への参画、

まいぷれポイントシステムのリプレイ

ス完了、まいぷれアナライザーの公共

施設利活用などを推進しているものの、

売上計上時期の期ズレが発生する案件

もあり、計画通りの売上を計上するこ

とができませんでした。

02 2022年8月期 業績ハイライト

各指標の進捗状況
公共ソリューション
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03 2022年8月期 年間トピックス
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2022年8月期 進捗状況

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

1Q（2021年9月～11月）

・地上デジタル放送を用いた情報伝達手段に
係る実証実験に関する協定を
須坂市・長野市・テレビ信州と締結

・新サービス
「まいぷれアナライザー」リリース

・ふるさと納税業務開始
四国中央市、鎌ケ谷市、習志野市、四街道市、
大月市、八幡平市、那珂市

2Q（2021年12月～2022年2月）

・「まいぷれ」有料店舗GBP連携数3,000件突破

・千葉県白井市との協定締結

・各種業務提携の締結
▶株式会社ライトアップと補助金・助成金
サービスの提供にむけ資本業務提携
▶スカパーJSAT株式会社ほか数社との
共同出資による新会社設立
▶ジャパンM&Aソリューション株式会社と
「まいぷれ事業承継」展開に向け提携

3Q（2022年3月～5月）

・地域情報サイト「まいぷれ」オープンエリア数が
300を突破

・株式会社エフェクチュアルに対する
資本業務提携

・「まいぷれ」利用店舗向けに
株式会社ライトアップの補助金・助成金サービス
「JSaaS」へのシングルサインオンを実装

4Q（2022年6月～8月）

・当社がアプリ開発等で関わる加古川市の
取組が総務大臣表彰を受賞

・「まいぷれ」有料店舗GBP連携数4,000件突破

・子会社「株式会社公共BPO」設立に向けた
合弁契約の締結

・静岡県駿東郡清水町の全世帯に4,000ポイント
を配布する事業を受託

03 2022年8月期 年間トピックス

2022年8月期
進捗状況

2022年8月期では、サービスのリリー

スから各社との業務提携、また自治体

との協定などさまざまな取り組みを進

めることができました。
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2022年8月期 当初計画未達要因分析

当初計画未達の要因 詳細 改善策

新規パートナー
契約の不調

まいぷれ運営パートナーの新規契約が計画を下
回り、パートナー初期加盟金が未達となったた
め、地域情報流通事業の売上の減少となった。

広告のリードの安定化をはかり、外部ア
ライアンス先の追加や営業体制強化など、
抜本的な営業手法の見直しによって案件
獲得の増加に注力していく。

まいぷれアナライ
ザー開発遅延

想定よりも開発の遅延が発生してしまったため、
当初2022年8月期末に想定していた販売数に届
かず、平均単価は当初計画を下回った。

現時点では予定していた開発は終了し、
全国の運営パートナーで販売もスタート
している。

ふるさと納税BPO
業務の競争激化

競争が激化する中で新規ふるさと納税BPO業務
の受託自治体数が計画を下回り、また契約期間
終了となった自治体も発生し、当初計画の受託
自治体数46件が37件で着地。

ふるさと納税事業の価値向上施策として
株式会社シフトセブンコンサルティング
と業務提携し株式会社公共BPOを設立。

公共ソリューション
事業の売上計上時期
ズレ

当期売上に見込んでいた「IPDCを活用した災害
情報伝達手段事業」が、年度事業の採択時期が
遅れ、完了時期が2023年8月期と期ズレとなる
こととなり、2022年8月期での売上計上ができ
ず、公共ソリューション事業の売上未達要因の
一つとなった。

2023年8月期での売上計上目処が立って
いる。

マーケティング支援
事業の不振

売上を見込んでいた大手小売チェーンの広告
キャンペーン予算が鈍化し、想定の売上に達さ
なかった。

各社の広告キャンペーン予算の把握を見
直し、営業活動を広げていく。

03 2022年8月期 年間トピックス

2022年8月期
当初計画未達要因分析

2022年6月30日に開示いたしました業

績予想でもお知らせした通り、当初計

画から未達になった要因と改善策を提

示しています。



33 | © Future Link Network Co., Ltd.

04 2023年8月期 業績予想
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2023年8月期 通期業績予想(連結）

（参考）

2022年8月期
単体業績

2023年8月期 連結業績予想

（単位：百万円） 実績 予想 売上高比率

売上高 1,254 1,500 100.0%

売上原価 487 547 36.4%

売上総利益 767 952 63.4%

売上総利益率 61.2% 63.5%

販管費 822 941 62.7%

営業利益 -54 11 0.7%

営業利益率 -4.3% 0.7%

経常利益 -56 11 0.7%

当期純利益 -71 8 0.5%

2023年8月期は投資時期と判断し赤字

着地となりましたが、2023年8月期は

黒字転換となる予定です。

また当社は、2022年9月1日に設立した

子会社「株式会社公共BPO」について、

当社事業との親和性が高いと判断し当

該子会社を連結の範囲に含め、2023年

8月期より連結決算に移行することと

なりました。対前期の増減率について

は、比較する連結会計年度が無いため

記載しておりません。

04 2023年8月期 業績予想

2023年8月期
通期業績予想(連結）
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2023年8月期 KPI予想

まいぷれプラットフォーム
利用店舗数

20,003店舗

前期比

+1,876

平均単価

5,870円
前期比

＋570

運営パートナー数

173社
前期比

＋20

契約エリア数

862
前期比

＋60

ふるさと納税寄附金額

54.8億円
前期比

＋3.5億

ふるさと納税自治体数

46
前期比

＋9市区
町村

市区
町村

04 2023年8月期 業績予想

2023年8月期
KPI予想

収益力および地域への提供価値増加に

必要なプラットフォームの価値・展開

地域数・公共ソリューションおよび課

題解決手段の拡充については、各指標

においても前事業年度以上に成長をし

ていけるようKPIの数値をおいていま

す。
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05 成長戦略について
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事業成長モデルの基本方針（再掲）

展開地域数
（パートナー数）

プラットフォームの価値
（店舗数×単価）

公共ソリューション
課題解決手段の拡充

＝
収益力
地域への
提供価値

地域情報プラット
フォームの価値向
上によるMRR増加

運営パートナーの
増加

リーチ可能な
地域の拡大

公共ソリューション
課題解決手段の拡充

成長の好循環

「まいぷれ」のサブスクリプション型

サービスとしての価値を高め、単価を

向上させると共に、展開地域（運営

パートナー数）を広げることにより、

公共ソリューションの提供地域・課題

解決手段の拡充も行い、成長の好循環

を作ります。

05 成長戦略について

事業成長モデルの基本方針（再掲）
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経営支援機能に広がるサブスクリプションモデル

従来型支援イメージ 今後の経営支援イメージ

まいぷれ掲載店

地域情報サイト「まいぷれ」

掲載料
掲載枠・
機能の提供

地域事業者

プラットフォーム
利用料

経営支援
経営トータルサポート

地域情報プラットフォーム「まいぷれ」

店舗集客支援

タイアップ企画

販促物制作

イベント開催支援

融資･助成金活用支援 事業継承･業務提携支援

新規開業出店支援

今後の取り組み

SEO・MEO対策

SNS運用サポート

人材採用･育成支援

取り組み済の施策

Googleビジネス
プロフィール連携

プラットフォームの価値向上
によるMRR増加

地域事業者への提供価値を単なる「広

告掲載」にとどまらせず、幅広い経営

支援機能に広がるサブスクリプション

モデルとして進化させ、全国的にプ

ラットフォーム利用事業者の増加を促

進させていきます。

また、様々な企業との提携を行い地域

事業者に提供できるサービスの幅も更

に広げてまいります。

05 成長戦略について

経営支援機能に広がる
サブスクリプションモデル

2022年8月期で進めた施策
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まいぷれアナライザー

『まいぷれアナライザー』は、Google

が提供する店舗・施設情報の管理サー

ビス「Googleビジネスプロフィール」

を分析し、効果的に運用するためのサ

ポートツールとなっており、利用者が

何を改善・運用していけば良いのかを

示せることが特徴のサービスとなって

います。

「まいぷれアナライザー」とは？

利用者にとってわかりやすいデータ分析によりやるべきことの可視化ができ、
かつ高度なITリテラシーがなくても、スマホ1つで効果的な
ローカルウェブマーケティングが実施できるサービスである。

2022年8月期

2021年10月にサービスリリース、当社でのテスト販売を受け

2022年4月より全国パートナーでの展開を開始。

地域事業者のみならず、千葉県千葉市や茨城県行方市など

地方自治体でも活用いただいている。

2023年8月期

わかりやすいデータの提示にとどまらず、利用者がローカルウェブ

マーケティング活動を習慣的に行える仕組みを導入予定。

2023年8月期末の目標単価5,870円に向け、アナライザー契約率の向上を図る。

05 成長戦略について

まいぷれアナライザー
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多種多様な業種が運営パートナーとし

て事業展開していますが、新規創業

パートナーの比率が年々増えておりま

す。まいぷれ事業のみを専業として立

ち上げるため成長が比較的早い一方、

経営ノウハウがなく、経営基盤がまだ

脆弱なパートナーもいます。既存パー

トナーの事業展開速度を上げていくた

め、またより加速度的に新規パート

ナーを獲得するためにも、まいぷれの

事業運営指導力を上げていくのみなら

ず、特に新規創業のパートナーに対す

る経営支援・サポート機能も充実させ

ていきます。
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まいぷれ専業（独立開業）

情報通信業

卸売・小売

学術研究，専門・技術サービス業

製造

サービス

建設業

不動産業，物品賃貸業

医療・福祉

生活関連サービス業，娯楽業

運輸業，郵便業

その他

運営パートナー数

153社

既存法人 114社
独立開業 39社

運営パートナーの業種一覧

既存法人

75%

独立開業

25%

まいぷれ専業（独立開業）のパートナー契約数推移

1
2

1 1 1
2 2
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運営パートナーに対する経営支援機能の強化

05 成長戦略について

運営パートナーに対する
経営支援機能の強化
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「ふるさと納税do」を提供する株式会

社シフトセブンコンサルティング、

コールセンターやバックオフィス業務

を提供する株式会社サンクネットの三

者共同出資で設立。自治体DXやふるさ

と納税による地域活性化のさらなる加

速を目的とします。自治体向けバックオフィスの

再構築

当社とシフトセブン、およびサ

ンクネットのふるさと納税の業

務支援におけるコールセンター

とBPO業務を段階的に集約し、

当社の運営力とシフトセブンの

技術力によって、効率と品質を

高め、自治体に選ばれるバック

オフィスを再構築します。

ローカルで活躍する事業者の

支援

全国のふるさと納税の業務支援

を行う事業者に対し、

低価格で高品質なバックオフィ

スを提供し、ローカルで活躍す

る事業者を支援します。

地方自治体向け業務支援

サービスの構築

両社の強みを活かし、

「ふるさと納税の業務支援」

から「地方自治体の業務支

援」へとソリューションを

展開し、持続可能な地域社会

と地域活性化を加速させます。

STEP1 STEP3STEP2

地方自治体の業務支援、そして持続可能な地域社会の実現へ

子会社「株式会社BPO」の設立による公共ソリューション事業の強化

05 成長戦略について

子会社「株式会社BPO」の設立による
公共ソリューション事業の強化
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前述の「事業の成長モデル」にあるよ

うに、既存事業領域を着実に成長させ

ていく一方、当社ならではの体制、強

み、ノウハウ、基盤を活用し、新規事

業も積極的に仕掛けていきます。当社

内のリソースのみで完結する事業のみ

ならず、積極的に他社とのアライアン

スによる事業化も進めて参ります。

既存事業領域の着実な成長と、新規事

業領域の立ち上げとで、高い成長性を

実現していきます。
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既存事業領域

新規事業領域

（単位：億円）

現在

着実に成長させ、
安定的な収益となる

当社の体制や強み・
ノウハウ、基盤などを
活用し新規事業を展開
していく。他社との
アライアンスによる
事業化も進めていく

新規事業領域

既存事業領域

今後の成長イメージ
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